
小樽市議会ホームページＱＲコード

携帯電話やスマートフォンから「市議会会議録」や「おたる市議会だより」などをご覧になれます。

第　101　号

令和７年８月１日発行

小樽市議会ホームページＱＲコード

携帯電話やスマートフォンから「市議会会議録」や「おたる市議会だより」などをご覧になれます。

議会の動き

６月４日　議会運営委員会
　　９日　議会運営委員会
　　10日　本会議
　 16・17日　議会運営委員会、本会議（会派代表質問）
　　18日　議会運営委員会、本会議（一般質問）、
　　　　　 予算特別委員会（正副委員長互選）
 19･20･23日　予算特別委員会（総括質疑）
　　24日　総務・経済両常任委員会
　　25日　厚生・建設両常任委員会
６月30日　議会運営委員会、本会議
７月７日　建設常任委員会

　第２回定例会では、「オーバーツーリズム対策事業費」や
新型コロナウイルスワクチン定期接種の費用を追加する「各
種予防接種費」、国により増額措置がされた物価高騰対応重
点支援地方創生臨時交付金を活用する「おたるプレミアム
付商品券事業費」などが計上された「令和７年度一般会計
補正予算案」のほか、個人の市民税に係る特定親族特別控
除について定めるとともに、加熱式たばこに係る課税標準
の見直しを段階的に実施する「市税条例の一部を改正する
条例案」などを審議しました。

＊＊定例会の議決結果は、８ページをご覧ください＊＊

　５月31日に小樽市役所本庁舎で、第３回小樽市議会「市民と議員の懇談会」を開催し、小樽市退職校長会の皆様と「人口
減少対策～子育て世代が暮らしたくなる小樽のまちづくり」をテーマとして、５班に分かれてグループ学習による意見交換
を行いました。 ＊＊懇談会の詳細については、７ページをご覧ください＊＊

令和７年　第２回定例会

令和７年５月31日　第３回小樽市議会「市民と議員の懇談会」を開催
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【 主 な 質 問 項 目 】

▽

　
　
　
結
婚
し
て
か
ら
妊
娠
・
出
産

　
　
　
す
る
ま
で
の
間
の
方
た
ち
へ

の
寄
り
添
い
の
一
環
と
し
て
、
プ

※
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
な
ど
の
妊
娠

に
向
け
た
健
康
管
理
等
に
係
る
情
報

提
供
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
婚
姻
届

提
出
時
の
情
報
提
供
の
有
無
や
必
要

性
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

　
　
　
な
ど
の
妊
娠
に
向
け
た
情
報

提
供
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
重
要

な
情
報
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
あ

る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
提
供
が
効
果
的
で
あ
る
か
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
育

　
　
　
成
す
る
こ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル

ス
キ
ル
の
習
得
に
よ
る
収
入
の
増
加

や
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
に
当
た
り
求

め
ら
れ
る
人
材
確
保
が
図
ら
れ
る
な

ど
、
多
角
的
な
課
題
解
決
の
糸
口
に

な
る
と
考
え
ま
す
が
、
リ
ス
キ
リ
ン

グ
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
Ｄ
Ｘ
の
加
速
化
に
よ
り
様
々

　
　
　
な
場
面
で
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
企
業
や
労
働

者
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
速
に
変
化

す
る
中
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
は
、
女
性

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
再
就
職
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
必
要
性
は

増
し
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

　
　
　
公
共
施
設
再
編
を
行
う
中
で
、

　
　
　
利
用
者
に
と
っ
て
恩
恵
の
あ

る
施
設
と
な
る
よ
う
、
各
施
設
で
利

用
者
の
声
に
応
え
る
た
め
の
ニ
ー
ズ

把
握
へ
の
努
力
は
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
把
握
の
手
法
に
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
か
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
指
定
管
理
者
が
、
基
本
協
定

　
　
　
書
に
基
づ
く
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
市
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
単
な
る

　
　
　
広
報
の
ツ
ー
ル
で
は
な
く
、

双
方
向
の
つ
な
が
り
を
持
つ
運
用
を

す
る
こ
と
で
関
係
人
口
に
変
換
で
き

る
と
考
え
ま
す
が
、
関
係
人
口
創
出

の
た
め
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
用
に
つ
い
て
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
充
実
は
、
更

　
　
　
な
る
本
市
の
認
知
度
向
上
等

に
つ
な
が
り
、
関
係
人
口
創
出
に
も

資
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
助
言
も

参
考
に
、
実
施
可
能
な
取
組
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
関
係
人
口
増
に
向
け
、
最
も

　
　
　
関
係
を
構
築
し
や
す
い
存
在

は
、
就
職
な
ど
で
転
出
す
る
子
ど
も

た
ち
で
す
が
、
転
出
を
契
機
に
郷
土

愛
な
ど
心
の
つ
な
が
り
に
距
離
が
生

ま
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
子
ど
も
た

ち
と
つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
関
係
構
築
の
し
や
す
さ
や
Ｕ

　
　
　
タ
ー
ン
移
住
の
可
能
性
を
踏

ま
え
る
と
、
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　
地
域
活
性
化
起
業
人
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
一
人
当
た
り
３
年
が

派
遣
期
間
の
上
限
で
す
が
、
今
後
の

派
遣
の
有
無
や
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
デ
ジ
タ
ル
人

　
　
　
材
の
育
成
の
た
め
、
引
き
続

き
派
遣
が
必
要
な
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
派

遣
を
受
け
て
い
る
起
業
人
は
９
年
６

月
末
ま
で
が
派
遣
期
限
と
な
り
ま
す

が
、
現
在
新
た
に
探
し
て
い
る
起
業

人
も
含
め
、
３
年
間
の
派
遣
期
間
終

了
後
も
引
き
続
き
起
業
人
制
度
を
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
本
市
は
令
和
６
年
３
月
28
日

　
　
　
に
株
式
会
社
タ
イ
ミ
ー
と
連

携
協
定
を
結
び
ま
し
た
が
、
協
定
１

年
目
で
見
え
た
効
果
や
課
題
、
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
た
今
後
の
取
組
の
進
め

方
に
つ
い
て
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ス
キ
マ
バ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
活
用
促
進
の
取
組
は
、
労
働

力
確
保
に
一
定
程
度
寄
与
し
て
い
る

と
考
え
て
お
り
、
今
年
度
は
、
事
業

者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
啓
発
を
継

続
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
浸
透
状
況
を
見

定
め
た
上
で
、
今
後
の
展
開
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
関
係
人
口
創
出
の
取
組
は
、

応
募
数
に
比
べ
、
受
入
れ
に
至
っ
た

人
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

年
度
は
マ
ッ
チ
ン
グ
の
精
度
向
上
を

図
っ
た
上
で
、
今
後
の
取
組
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【 主 な 質 問 項 目 】

▽プレコンセプションケアの必要性について

▽５歳児健診は必要ではないか

▽HPVワクチンの今後の周知について

▽合
※

理的配慮について

▽電波法改正に伴う本市への影響について

▽観光入込客数について

▽プレミアム付商品券について

▽企業誘致サポート事業について

▽日本海沿岸の地震・津波被害想定について

▽投票環境の整備について

▽防災行政無線について

▽若者のヘルスリテラシー向上に向けて

▽軟骨伝導イヤホンを窓口に設置を

▽ユ
※

ニバーサルシートについて

▽街路灯・園路灯のリース方式導入を

【
代
表
質
問
】

【
一
般
質
問
】

出
産
を
望
む
方
へ
の
支
援

リ

※

ス
キ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

㈱
タ
イ
ミ
ー
と
の
連
携

協
定
に
つ
い
て

※…７ページの用語解説をご覧ください。

新に

い

だ

井
田
邦く
に
ひ
ろ宏 

議
員

橋は
し
も
と本
布ふ

み

え
美
絵 

議
員

公
共
施
設
の
ニ
ー
ズ
把
握

市
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
用
に
つ
い
て

関
係
人
口
の
創
出
に
つ
い
て

地
域
活
性
化
起
業
人
の
活
用

公
明
党
の
主
な
質
問
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新
総
合
体
育
館
建
設
に
当
た

　
　
　
っ
て
は
、
補
助
金
等
を
活
用

し
、
財
政
負
担
を
抑
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
抑

え
る
考
え
か
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
国
庫
補
助
金
と
し
て
都
市
構

　
　
　
造
再
編
集
中
支
援
事
業
、
有

利
な
市
債
と
し
て
過
疎
対
策
事
業
債

や
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の
活
用

に
つ
い
て
、
国
や
北
海
道
と
協
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
協
議
を

今
後
も
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
財
源
に
つ
い
て
引
き
続
き
情
報
収

集
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

　
　
　
新
総
合
体
育
館
整
備
の
入
札

　
　
　
不
調
に
よ
り
、
手
宮
保
育
所

や
銭
函
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
近
々

に
計
画
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
の
整

備
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
、

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
今
後
、
副
市
長
を
ト
ッ
プ
と

　
　
　
す
る
検
討
委
員
会
に
よ
り
、

新
総
合
体
育
館
の
整
備
に
向
け
た
課

題
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
た

め
、現
時
点
で
は
、具
体
的
な
影
響
に

つ
い
て
示
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
　
　
市
の
都
市
計
画
で
は
、
ホ
テ

　
　
　
ル
建
設
な
ど
を
規
制
・
制
限

す
る
用
途
地
域
が
多
く
感
じ
ま
す
が
、

土
地
の
有
効
活
用
や
雇
用
・
税
収
の

創
出
な
ど
が
期
待
で
き
る
た
め
、
用

途
地
域
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
推
進
や
土
地
の
有
効
活
用
を

図
る
た
め
に
は
、
用
途
地
域
の
見
直

し
が
必
要
で
あ
り
、
今
年
度
か
ら
見

直
し
に
向
け
た
作
業
に
着
手
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
　
　
市
長
が
思
い
描
く
観
光
都
市

　
　
　
小
樽
の
将
来
像
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、「
ど
ん
な
観
光
都

市
を
」
と
問
わ
れ
れ
ば
、
ど
の
よ
う

に
表
現
す
る
か
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
本
市
は
近
代
建
築
物
が
集
積

　
　
　
す
る
全
国
有
数
の
都
市
で
あ

り
、
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
、
後
世

に
継
承
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

歴
史
だ
け
で
な
く
、
文
化
や
海
、
港

は
小
樽
の
強
み
で
あ
り
、「
強
み
を

生
か
し
た
持
続
力
あ
る
観
光
都
市
」

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
市
職
員
の
う
ち
市
外
在
住
者

　
　
　
は
平
成
18
年
度
１
３
８
名
、

19
年
度
１
２
８
名
、
20
年
度
１
３
９

名
で
し
た
が
、
令
和
７
年
度
の
市
外

在
住
者
数
、
当
時
と
令
和
７
年
度
の

職
員
数
、
市
外
在
住
者
の
割
合
を
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
令
和
７
年
度
の
市
外
在
住
者

　
　
　
は
５
月
１
日
時
点
で
２
８
６

名
、
職
員
数
、
市
外
在
住
者
の
割
合

は
、
５
月
１
日
時
点
で
平
成
18
年
度

１
９
９
９
名
、
６
・
90
％
、
19
年
度

１
９
３
５
名
、
６
・
61
％
、
20
年
度

１
９
０
５
名
、
７
・
30
％
、
令
和
７

年
度
１
８
１
０
名
、
15
・
80
％
で
す
。

　
　
　
高
島
地
区
で
は
、
冬
期
間
の

　
　
　
悪
天
候
等
に
よ
り
港
内
に
大

き
な
波
が
入
り
、
漁
船
の
係
留
や
荷

役
作
業
に
影
響
が
出
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
現
時
点
の
高
島
地
区
の

静
穏
度
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
札
幌
側
の
岸
壁
１
９
０
メ
ー

　
　
　
ト
ル
の
区
間
で
、
国
の
基
準

で
あ
る
、
年
間
97
・
５
％
以
上
の
荷

役
稼
働
率
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
と

把
握
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
職
場
内
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

　
　
　
止
や
心
理
的
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
研
修
を

行
っ
て
い
る
か
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
課
長
職
を
対
象
に
、
職
場
内

　
　
　
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境

を
実
現
す
る
た
め
の
手
法
等
を
学
ぶ

研
修
を
実
施
し
、
今
後
、
数
年
間
で

全
て
の
課
長
職
が
受
講
す
る
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
習
得

す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
会
計

年
度
任
用
職
員
を
含
む
全
職
員
を
対

象
と
し
た
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
タ
ク
シ
ー
不
足
の
代
替
策
と

　
　
　
し
て
、
他
の
自
治
体
で
は
、

デ

※

マ
ン
ド
型
交
通
や
予
約
制
乗
合
タ

ク
シ
ー
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
効

果
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
地
域
の
特
性
や
公
共
交
通
の

　
　
　
状
況
に
応
じ
た
代
替
策
の
導

入
は
、
輸
送
需
要
を
満
た
す
の
に
効

果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
タ

ク
シ
ー
事
業
者
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
た
め
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
動
向

を
見
定
め
な
が
ら
、
慎
重
に
協
議
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【 主 な 質 問 項 目 】

▽ホテル建設の誘導施策について

▽認定日本遺産のブラッシュアップについて

▽お
※

たる「ひと旗」クラブについて

▽シ
※

ップチャンドラーへのセールスについて

▽景観に配慮した道路附属施設について

▽市政アンケートモニター制度について

▽保健所のデ
※

ジタルサイネージ整備について

▽おたる自然の村の経営について

▽本市の入札等について

▽クルーズ船ターミナル駐車場の運用について

▽観光船ターミナル等の運用について

▽関係人口について

▽ふれあい回数券について

▽５歳児健診について

▽ごみステーションについて

自由民主党の会派控室電話番号…小樽市役所（代）32-4111 内線257、512、513

【
代
表
質
問
】

【
一
般
質
問
】

　
　
　
　
　 

松ま
つ
い
わ岩 

一か
ず
き輝 

議
員

※…７ページの用語解説をご覧ください。

新
総
合
体
育
館
の
建
設
費

財
政
負
担
の
抑
制
は

　
　
　
　
　
中な
か
ば
ち鉢 

淳じ
ゅ
ん
じ二 

議
員

手
宮
保
育
所
・
銭
函
市
民
セ

ン
タ
ー
整
備
の
影
響
は

ホ
テ
ル
建
設
な
ど
用
途
地

域
の
見
直
し
に
つ
い
て

市
長
が
思
い
描
く
こ
れ
か

ら
の
観
光
都
市
小
樽
は

市
職
員
の
市
外
在
住
割
合
に
つ
い
て

小
樽
港
高
島
地
区
の
静
穏

度
の
対
策
に
つ
い
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
と

心
理
的
安
全
性
に
つ
い
て

タ
ク
シ
ー
不
足
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
の
主
な
質
問
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【 主 な 質 問 項 目 】

▽

　
　
　
市
は
公
園
へ
の
投
雪
を
禁
止

　
　
　
し
て
い
ま
す
が
、
一
定
の

ル
ー
ル
を
設
け
、
認
め
る
方
向
も
含

め
、
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
公
園
を
地
域
の
雪
置
き
場
と

　
　
　
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
生

活
道
路
の
雪
処
理
が
進
む
な
ど
道
路

除
雪
へ
の
効
果
が
あ
る
一
方
、
公
園

施
設
の
損
傷
な
ど
の
懸
念
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
う
し
た
長
所
・
短
所
を

整
理
し
な
が
ら
、
他
都
市
の
事
例
な

ど
も
参
考
に
、
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

　
　
　
職
員
や
職
場
に
よ
っ
て
接
遇

　
　
　
レ
ベ
ル
に
差
が
あ
れ
ば
、
一

人
の
職
員
の
不
適
切
な
対
応
に
よ
り

市
役
所
全
体
の
信
頼
が
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
職
員
や
職
場
に
関
係
な

く
質
の
高
い
接
遇
を
行
う
た
め
に
は
、

接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
今
後
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

　
　
　
を
進
め
、
職
員
や
職
場
間
で

接
遇
レ
ベ
ル
の
差
が
な
く
な
る
よ
う
、

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
　
地
域
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て

　
　
　
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
が
集
ま
ら
ず
、
実
施
で
き
て
い
な

い
小
学
校
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
こ

の
取
組
の
目
的
や
活
動
内
容
を
よ
り

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
募
集
の
強
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

　
　
　
確
保
に
は
、
本
事
業
の
目
的

や
活
動
内
容
の
ほ
か
、
魅
力
や
楽
し

さ
な
ど
を
広
く
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
本
年
４
月
に
新
病
院
局
長
が

　
　
　
就
任
し
ま
し
た
が
、
新
体
制

と
し
て
ど
の
よ
う
な
体
制
を
整
え
た

の
か
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
い
か
な
る
厳
し
い
医
療
情
勢

　
　
　
に
お
い
て
も
、
小
樽
・
後
志

地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
地
域
医

療
を
維
持
す
る
こ
と
が
当
院
の
使
命

で
す
。
こ
れ
を
着
実
に
実
現
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
病
院
局
長
と
病
院

長
の
２
名
体
制
に
加
え
、
副
局
長
を

新
設
し
、
３
役
が
共
同
し
て
、
当
院

の
充
実
、
発
展
を
強
力
に
け
ん
引
し

て
い
く
体
制
と
し
ま
し
た
。

 
　
　
　
市
立
高
等
看
護
学
院
の
定
員

　
　
　
を
増
や
す
な
ど
、
今
後
の
看

護
師
確
保
策
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
今
後
、
本
市
で
も
、
少
子
化

　
　
　
の
影
響
等
に
よ
る
看
護
職
員

不
足
の
進
行
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
行
政
と
し
て
も
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
市

と
し
て
は
、
看
護
職
員
の
確
保
に
向

け
て
、
小
樽
看
護
職
員
確
保
対
策
協

議
会
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
市
立

高
等
看
護
学
院
の
定
員
増
を
含
む
各

種
の
対
応
策
に
、
可
能
な
限
り
速
や

か
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
市
で
は
例
年
４
月
１
日
に
人

　
　
　
事
異
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

４
月
１
日
以
外
に
も
行
っ
た
り
、
タ

イ
ミ
ン
グ
を
変
更
し
た
り
す
る
場
合

に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
か
、示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
繁
忙
期
を
避
け
て
人
事
異
動

　
　
　
を
行
う
こ
と
で
、
人
事
異
動

に
伴
う
職
場
へ
の
影
響
を
減
少
で
き

る
こ
と
や
、
年
度
途
中
に
発
生
し
た

緊
急
の
課
題
に
速
や
か
に
対
応
で
き

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、

異
動
範
囲
が
一
部
の
部
署
に
限
ら
れ

る
た
め
、職
員
の
希
望
や
適
性
に
応
じ

た
異
動
に
制
限
が
生
じ
る
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

　
　
　
市
と
し
て
も
、
ま
ず
は
試
行

　
　
　
期
間
と
い
う
形
で
ナ
チ
ュ
ラ

ル
・
ビ
ズ
・
ス
タ
イ
ル
を
導
入
し
、

市
民
か
ら
の
ご
意
見
等
に
配
慮
し
つ

つ
、
本
導
入
の
可
否
を
検
討
し
て
い

く
形
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を

　
　
　
整
備
す
る
と
い
う
点
で
有
益

な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
職
員
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
公
務
員
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
服
装
の
基
準
や
事
例
を

整
理
し
た
上
で
、
今
年
度
の
夏
季
軽

装
期
間
終
了
後
の
10
月
か
ら
、
通
年

軽
装
の
試
行
を
行
う
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

【 主 な 質 問 項 目 】

▽水質と水の安全

▽道路の補修

▽オタモイ海岸の再開発

▽不法投棄への対応

▽フロッピーディスク廃止に向けて

▽創業支援補助金の対象業種拡大

▽ネーミングライツの推進

▽選
※

定療養費の対象について

▽地域子ども教室の取組強化

▽済生会前の信号機付き横断歩道設置

▽町内会への支援策

▽がん検診推進事業の拡大

【
代
表
質
問
】

みらいの会派控室電話番号…小樽市役所（代）32-4111 内線511※…７ページの用語解説をご覧ください。

【
一
般
質
問
】

公
園
へ
の
投
雪
に
つ
い
て

職
員
の
接
遇
マ
ナ
ー
向
上

地

※

域
子
ど
も
教
室
の
推
進

市
立
病
院
の
新
体
制

平ひ
ら
と戸 

理さ
と
し史 

議
員

中な
か
む
ら村 

岩い
わ
お雄 

議
員

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ビ
ズ
の
導
入

小こ
い
け池 

二じ
ろ
う郎 

議
員

人
事
異
動
を
柔
軟
に

積
極
的
な
看
護
師
確
保
策
を

み
ら
い
の
主
な
質
問
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観
光
の
意
義
等
に
係
る
市
民

　
　
　
理
解
を
深
め
る
た
め
、
新
聞

折
り
込
み
等
に
よ
る
周
知
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
取
組
を
行
う
と

の
こ
と
で
す
が
、
更
に
市
民
を
巻
き

込
み
、
観
光
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
、市
民
協
働
型
の
取
組
を
行
う

考
え
は
あ
る
か
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
今
年
度
に
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

　
　
　
ッ
プ
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
観
光
の
意
義
や
効
果
に
つ
い
て

認
識
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
小
樽
観
光
の

現
状
や
今
後
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
お

※

た
る
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、

現
在
、
第
１
フ
ェ
ー
ズ
（
実
行
可
能

性
調
査
等
）
の
段
階
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
主
な
取
組
内
容
と
進
行
具
合

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
駅
前
広
場
の
設
計
や
、
Ｍ

※

ａ

　
　
　
ａ
Ｓ
導
入
の
検
討
、
勝
納
川

周
辺
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
検
討
、

駅
舎
デ
ザ
イ
ン
の
選
定
や
立
体
駐
車

場
の
検
討
な
ど
を
、
本
市
な
ど
の
各

事
業
主
体
が
進
め
て
お
り
、
お
お
む

ね
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
学
校
跡
地
は
広
い
面
積
を
有

　
　
　
す
る
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、

有
効
な
利
活
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

民
間
連
携
で
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が

考
え
ら
れ
る
か
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
公
共
施
設
と
し
て
の
活
用
案

　
　
　
が
な
い
場
合
、
民
間
活
用
の

可
能
性
を
探
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

例
え
ば
、
市
が
施
設
を
所
有
し
な
が

ら
、
民
間
事
業
者
が
運
営
す
る
形
態

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

　
　
　
実
施
に
当
た
り
、
現
在
、
地

域
共
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
１
名

配
置
し
て
い
ま
す
が
、
複
雑
・
複
合

化
し
た
相
談
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
人
員
が
不
足
し
て
い
な
い
か
懸

念
し
て
い
ま
す
。
包
括
的
な
支
援
が

で
き
る
人
員
の
配
置
に
つ
い
て
、
今

後
の
考
え
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
現
時
点
で
の
地
域
共
生
コ
ー

　
　
　
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
業
務
量
で

あ
れ
ば
、
１
名
で
充
足
し
て
い
ま
す

が
、
相
談
件
数
の
増
加
や
国
に
よ
る

事
業
内
容
の
変
更
な
ど
に
よ
り
、
業

務
量
が
著
し
く
増
加
し
た
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
て
体
制
強
化
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
職
員
の
欠
員
や
業
務
量
・
範

　
　
　
囲
の
増
加
な
ど
の
課
題
に
対

し
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
業
務
に

生
成
Ａ
Ｉ
を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ

と
の
意
義
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
文
章
や
議
事
録
の
作
成
、
企

　
　
　
画
立
案
の
補
助
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
分
析
な
ど
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
業
務

に
活
用
す
る
取
組
が
、
他
都
市
で
も

既
に
行
わ
れ
て
お
り
、
本
市
と
し
て

も
、
業
務
効
率
化
や
生
産
性
向
上
、

コ
ス
ト
削
減
な
ど
、
様
々
な
効
果
が

期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
当
た
っ

　
　
　
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
か
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
職
員
の
利
便
性
や
生
産
性
が

　
　
　
向
上
す
る
一
方
、
情
報
漏
え

い
や
誤
っ
た
情
報
の
発
信
な
ど
大
き

な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
守
る

べ
き
ル
ー
ル
を
確
実
に
認
識
で
き
る

よ
う
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
平
成
21
年
の
小
樽
市
立
小
中

　
　
　
学
校
学
校
規
模
・
学
校
配
置

適
正
化
基
本
計
画
策
定
時
、
地
域
説

明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
で

出
た
市
民
意
見
を
集
約
し
た
内
容
と
、

そ
の
結
果
に
対
す
る
当
時
と
現
在
の

市
の
考
え
方
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
当
時
の
地
域
説
明
会
等
で
は
、

　
　
　
望
ま
し
い
学
校
規
模
や
通
学

手
段
、
地
域
の
理
解
に
関
す
る
意
見

等
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
考
え
方

と
し
て
は
、
望
ま
し
い
学
校
規
模
に

つ
い
て
は
小
学
校
12
学
級
以
上
、
中

学
校
９
学
級
以
上
で
あ
る
こ
と
、
保

護
者
や
地
域
住
民
と
の
共
通
理
解
を

図
る
こ
と
、
通
学
手
段
に
関
す
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
や
バ
ス
通
学
助

成
な
ど
で
あ
り
、
地
域
住
民
等
と
の

共
通
理
解
や
バ
ス
利
用
な
ど
に
つ
い

て
は
、
当
時
と
考
え
方
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
学
校
規
模
に
つ
い
て

は
、
推
計
以
上
に
児
童
生
徒
数
の
減

少
が
進
ん
だ
た
め
、
見
直
し
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【 主 な 質 問 項 目 】

▽

【 主 な 質 問 項 目 】

▽歴史的風致維持向上計画について

▽小樽駅前広場再整備について

▽港湾環境整備計画制度の導入

▽小学校不登校対応マニュアルについて

▽中学校部活動拠点校方式について

▽小樽市強靭化計画改訂について

▽さっぽろ連携中枢都市圏について

▽北後志の広域連携に関して

▽学校の空き教室利用について

▽チ
※

ャットボットの更新について

▽学校施設環境改善交付金について

▽妊婦相談について

▽母子生活支援施設について

▽小樽観光協会の登
※

録DMOについて

▽デジタル客引きとステマについて

【
代
表
質
問
】

【
一
般
質
問
】

※…７ページの用語解説をご覧ください。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

　
　
　
　
　 

髙た
か
は
し橋 

　
龍り
ゅ
う 

議
員

小
樽
市
の
市
有
施
設
に
つ
い
て

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
と
規
制
①

下し
も
が
ね兼 

　
薫
か
お
る 

議
員

北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
の

開
業
時
期
の
遅
れ
に
つ
い
て

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
と
規
制
②

学
校
再
編
に
つ
い
て

立
憲
・
市
民
連
合
の
主
な
質
問
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※…７ページの用語解説をご覧ください。

　
　
　
保
健
所
等
の
移
転
に
つ
い
て

　
　
　
の
市
民
説
明
や
議
会
議
論
は
、

市
長
も
不
十
分
で
あ
っ
た
と
認
め
て

い
る
た
め
、
今
後
、
公
共
施
設
の
移

転
、
縮
小
、
廃
止
等
を
検
討
す
る
際

に
は
、
不
十
分
な
経
緯
を
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、

　
　
　
地
域
の
方
々
や
施
設
利
用
者

へ
お
話
す
る
機
会
を
設
け
、
丁
寧
に

意
見
を
伺
い
、
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
中
学
を
不
登
校
の
ま
ま
卒
業

　
　
　
し
た
生
徒
や
、
高
校
進
学
後

に
中
途
退
学
し
た
生
徒
が
、
学
校
内

外
で
相
談
や
進
路
指
導
に
つ
な
が
ら

ず
孤
立
し
な
い
よ
う
、
関
係
機
関
が

連
携
し
、
進
学
や
職
業
訓
練
な
ど
に

つ
い
て
情
報
提
供
す
る
体
制
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　「
た
る
さ
ぽ
」
が
、
就
学
や

　
　
　
職
業
訓
練
を
含
め
た
生
活
困

窮
に
係
る
相
談
窓
口
と
な
り
、
個
別

の
状
況
や
希
望
に
応
じ
て
情
報
提
供

を
行
う
ほ
か
、
事
案
に
よ
っ
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
支
援

に
取
り
組
む
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　　
　
　
精
神
障
が
い
者
の
み
バ
ス
運

　
　
　
賃
の
割
引
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

国
交
省
の
標
準
運
送
約
款
に
割
引
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
、
事

業
者
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
身
体
お
よ
び
知
的
障
が
い
者

　
　
　
を
対
象
と
し
た
、
標
準
運
送

約
款
に
基
づ
く
割
引
が
事
業
者
負
担

で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
も
、
事
業
者
で
の
取
組
が
望

ま
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
働
き
か
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
教
員
の
長
時
間
労
働
の
実
態

　
　
　
把
握
の
た
め
、
持
ち
帰
り
業

務
の
調
査
と
、
教
員
の
声
を
聞
く
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
持
ち
帰
り
業
務
の
内
容
や
時

　
　
　
間
な
ど
の
正
確
な
把
握
は
難

し
い
た
め
、
調
査
の
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
働
き
方
改
革
に
関
す
る
教

員
の
声
を
聞
く
こ
と
は
、
校
長
会
と

協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
近
年
、
道
路
舗
装
の
損
傷
が

　
　
　
増
え
て
い
る
と
感
じ
る
一
方
、

資
材
価
格
や
労
務
単
価
が
上
昇
し
て

お
り
、
現
在
の
予
算
額
で
は
、
補
修

業
務
の
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
補
正
予

算
を
組
み
、
補
修
を
図
る
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
今
年
度
は
、
補
修
面
積
を
見

　
　
　
直
す
と
と
も
に
、
労
務
単
価

等
の
上
昇
を
考
慮
し
、
事
業
費
を
増

額
し
て
お
り
、
予
算
は
確
保
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
補

正
予
算
で
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
補

修
作
業
が
冬
期
間
に
及
び
、
加
熱
合

材
を
確
保
で
き
な
い
な
ど
、
現
実
的

に
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
市
に
よ
る
交
通
安
全
啓
発
看

　
　
　
板
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
す
が
、
看
板
作
成
等
に

要
す
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
補

助
金
を
交
付
す
る
自
治
体
も
あ
る
た

め
、
前
向
き
に
検
討
し
て
ほ
し
い
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
事
故
の
可
能
性
が
あ
る
交
差

　
　
　
点
等
を
把
握
し
た
上
で
、
よ

り
有
効
な
交
通
安
全
対
策
が
な
い
か

を
含
め
、
看
板
設
置
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
中
央
保
育
所
は
、
保
育
士
不

　
　
　
足
等
で
継
続
が
難
し
い
こ
と

を
理
由
に
、
令
和
８
年
度
末
で
の
閉

所
を
決
定
し
ま
し
た
。
市
は
、
保
育

士
不
足
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
保
育
所
等
へ
の
就
労
希
望
者

　
　
　
を
登
録
す
る
保
育
士
等
人
材

バ
ン
ク
の
ほ
か
、
市
内
の
保
育
人
材

の
確
保
・
定
着
を
図
る
た
め
、
新
規

就
労
者
へ
勤
続
期
間
に
応
じ
て
補
助

金
を
交
付
す
る
保
育
士
等
就
労
定
着

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に

　
　
　
つ
い
て
、
市
は
、
通
常
保
育

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
方
策
と
し
て
、

定
員
に
空
き
が
あ
る
施
設
に
お
い
て

定
員
の
範
囲
内
で
受
け
入
れ
る
「
余

裕
活
用
型
」
で
の
実
施
を
挙
げ
て
い

ま
し
た
が
、
利
用
者
を
十
分
に
受
入

れ
で
き
る
見
込
み
は
あ
る
の
か
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
余
裕
活
用
型
の
施
設
で
の
利

　
　
　
用
者
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、

利
用
希
望
が
あ
っ
て
も
、
定
員
に
空

き
が
な
く
、
受
入
れ
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【 主 な 質 問 項 目 】

▽義務教育の宿泊研修費負担軽減を

▽障害者タクシー利用助成券拡充を

▽学校教育で包括的性教育の推進を

▽交付金活用で学校給食費無償化を

▽倒壊のないよう照明柱の点検を

▽手宮公園の木の管理等を

▽公園トイレの洋式化などの推進を

▽期日前投票所増設や移動式投票所を

▽ワクチン接種の負担を増やすな

▽所有者不明の私道は市が整備を

▽ソ
※

ーラーシェアリングについて

▽あ
※

はき広告の規制は政府の責任で

▽ク
※

ーリングシェルター拡充を

▽安上がりな保育はやめよ

▽こども誰でも通園制度は問題です

【
代
表
質
問
】

【
一
般
質
問
】

　
　
　
　
　
松ま
つ
い井

真ま

み

こ
美
子 

議
員

公
共
施
設
の
市
民
説
明
に
つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

教
員
の
持
ち
帰
り
残
業
の

調
査
・
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を

道
路
維
持
や
補
修
が
で
き

る
予
算
の
確
保
を

日本共産党の会派控室電話番号…小樽市役所（代）32-4111 内線515

酒さ
か
い井 

隆た
か
ひ
ろ裕 

議
員

保
育
士
不
足
対
策
は
？

精
神
障
が
い
者
運
賃
割
引
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
高た
か
の野

さ
く
ら 

議
員

交
通
安
全
啓
発
看
板
等
の
設
置
を

空
き
が
な
け
れ
ば
利
用
で

き
な
い
の
で
は
？

日
本
共
産
党
の
主
な
質
問
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●プレコンセプションケア（２ページ）
　若い男女が将来のライフプランを考えて日々の生活や健康と
　向き合うこと。
●リスキリング（２ページ）
　新しい職業に就く、または今の職業で必要とされるスキルの大
　幅な変化に適応するために、必要なスキルを獲得するまたはさ
　せること。
●合理的配慮（２ページ）
　障害者から社会の中にあるバリアを取り除くために何らかの
　対応を必要としているとの意思が伝えられた場合、負担が重す
　ぎない範囲で対応すること。
●ユニバーサルシート（２ページ）
　多目的トイレ等に設置される、大人も横になれる大型のシート
　のこと。
●デマンド型交通（３ページ）
　利用者の予約に応じて、運行時刻や経路が変わる公共交通のこと。
●おたる「ひと旗」クラブ（３ページ）
　本市の移住者コミュニティＬＩＮＥグループ。
●シップチャンドラー（３ページ）
　船舶に食料品や日用品、船具や船舶機械などの物資やサービス
　を提供する業者のこと。
●デジタルサイネージ（３ページ）
　ディスプレイなどの電子的な表示機器を使って情報を発信す
　るメディアのこと。

●地域子ども教室（４ページ）
　安心・安全な子どもの居場所作りを図るため、土曜日に小学校
　施設を活用して実施している事業。
●選定療養費（４ページ）
　医療機関の機能分担のため、紹介状を持たずに 200床以上の
　地域医療支援病院で受診した場合にかかる費用。
●おたる新幹線まちづくりアクションプラン（５ページ）
　官民一体となり、新幹線の開業効果を最大限に活用した魅力あ
　るまちづくりを行うための行動計画のこと。
●ＭａａＳ：マース（５ページ）
　複数の公共交通やそれ以外の移動手段を最適に組み合わせて
　検索・予約・決済等を一括で行うサービスのこと。
●チャットボット（５ページ）
　人間に代わり文章や音声を使って自動で会話を行うプログラ
　ムのこと。
●登録ＤＭＯ（５ページ）
　観光庁に登録された観光地域づくりを行う組織のこと。
●ソーラーシェアリング（６ページ）
　農地に支柱等を立てて、その上部に設置した太陽光パネルを使
　って日射量を調節し、太陽光を農業生産と発電とで共有する取
　組のこと。
●あはき（６・８ページ）
　あん摩マッサージ指圧・はり・きゅうの略称。
●クーリングシェルター（６ページ）
　熱中症特別警戒情報が発表された場合に開放される指定暑熱
　避難施設のこと。

用  

語  

解  

説

　５月31日に小樽市役所本庁舎で、第３回小樽市議会「市民と議員の懇談会」を開
催しました。
　今回は、小樽市退職校長会の皆様と、第２回懇談会までと同じく「人口減少対策～
子育て世代が暮らしたくなる小樽のまちづくり」を大きなテーマとして、５班に分か
れてグループ学習による意見交換を行いました。
　各班では、それぞれ「子ども・子育て」、「市民福祉」、「生活基盤」、「環境・景観」、「生
きがい・文化」の小テーマに沿って、校長経験者としての知見を基に様々な意見など
が出されるとともに、課題解決について話し合われ、終了後は各班による結果の発表
が行われました。
　今後も懇談会を開催し、市の発展に寄与する政策提言につなげたいと考えています。
　11月には公募の市民を対象に第４回懇談会を開催する予定ですので、ぜひご参加
ください。

第３回小樽市議会「市民と議員の懇談会」開催報告

懇談会の開会に先立ち挨拶と趣旨説明を行う市議会副議長

会　派　名 自由民主党 公　明　党 立憲・市民連合 日本共産党 み　ら　い

合　　　計議　員　名
（議席番号順）

松　岩　一　輝
中　鉢　淳　二
佐　藤　奈緒美
中　村　吉　宏
鈴　木　喜　明

新井田　邦　宏
白　川　貴　城
橋　本　布美絵
横　尾　英　司
秋　元　智　憲

下　兼　　　薫
面　野　大　輔
髙　橋　　　龍
中　村　誠　吾
佐々木　　　秩

松　井　真美子
酒　井　隆　裕
高　野　さくら
小　貫　　　元

平　戸　理　史
白　濱　　　聡
小　池　二　郎
中　村　岩　雄
前　田　清　貴

交　付　額 900,000 900,000 855,000 720,000 900,000 4,275,000 

支
　
出
　
内
　
訳

研究研修費 － 91,540 － － － 91,540 
調 査 旅 費 325,760 245,861 － － 33,000 604,621 
資料作成費 － － － － － － 
図書購入費 35,200 84,111 － 19,253 11,990 150,554 
広　報　費 － － － － － － 
広　聴　費 － － － － － － 
人　件　費 － － － 597,037 － 597,037 
事 務 所 費 178,700 376,959 － － － 555,659 
その他の経費 199,400 93,132 92,932 103,710 111,980 601,154 
支　出　額 739,060 891,603 92,932 720,000 156,970 2,600,565 
残　余　額 160,940 8,397 762,068 － 743,030 1,674,435 

※立憲・市民連合 中村誠吾議員 令和６年 12月２日辞職のため、令和７年１月～令和７年３月分（＠ 15,000円×３か月＝ 45,000円）は別途返還済み  

        研究研修費…会派が研究会、研修会等を開催するため、または会派に所属する議員等が他の団体の開催する研究会、研修会等に参加す
　　　　　　　るために要する経費　　例）シンポジウム参加者負担金など
調 査 旅 費…会派の行う調査研究活動のために必要な先進地調査または現地調査に要する経費　　例）視察交通費など
資料作成費…会派の行う調査研究活動のために必要な資料の作成に要する経費
図書購入費…会派の行う調査研究活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費　　例）書籍購入費、新聞購読料など
広　報　費…会派の調査研究活動もしくは議会活動または市の政策について住民に報告し、または周知するために要する経費
　　　　　　　例）会報発行経費など
広　聴　費…会派が市民からの市政または会派の政策等に対する要望または意見を聴くための会議等に要する経費
　　　　　　　例）意見交換会の会場使用料など
人　件　費…会派の行う調査研究活動を補助する職員を雇用するために要する経費　　例）控室職員の給料など
事 務 所 費…会派の行う調査研究活動のために必要な事務所の設置、管理等に要する経費　　例）コピー機リース料など
その他の経費…上記以外の経費で会派の行う調査研究活動に必要なもの　　例）インターネット接続料、コピー用紙代、事務用品代など

政
務
活
動
費
の
使
途
項
目

令和６年度政務活動費の収支報告をまとめました
�

　小樽市議会では、市議会議員が市政の調査研究をするために必要な経費として、議会における会派に対し、政務活動費を
交付しています。政務活動費の交付額は所属議員一人当たり月額15,000円（年額18万円）です。政務活動費の使途は条
例で定められており、会派は支出した全件分について、領収書等の証拠書類を添付した収支報告書を議長に提出することと
なっています。
　令和６年度の各会派の収支報告を下記のとおりまとめましたので、お知らせします。なお、残余額は市に返還されています。
※詳細については、ホームページで公開しています。

会派別収支内訳（円）
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■小樽市議会ホームページ（小樽市議会中継）

　�小樽市ホームページ https://www.city.otaru.lg.jp のトップページ 「市議会」からアクセスしてください。

■「おたる市議会だより」に対するご意見、ご感想をお寄せください。 

　宛先　(〒047-8660)小樽市花園2丁目12番1号 　小樽市議会事務局　TEL 22−2847　FAX 22−2315　E-mail:gikai@city.otaru.lg.jp

第２回定例会において可決された意見書は、関係省庁等へ提出いたしました。 賛成○　反対×　継続審査△
（自民＝自由民主党、公明＝公明党、共産＝日本共産党、立・市＝立憲・市民連合）       

全会一致で可決・同意・承認となった議案・報告

態度の分かれた議案

第２回定例会に提出された陳情・意見書

区　分 件　　　　　　　　名
各会派の態度

採決結果
自民 公明 みらい 共産 立・市

市長提出

令和７年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ × ○ 可　決
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ × ○ 可　決
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ × ○ 可　決
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ × ○ 可　決
工事請負契約について［第３号ふ頭基部緑地整備その２工事］ ○ ○ ○ × ○ 可　決
工事請負変更契約について［観光船ターミナル新築工事］ ○ ○ ○ × ○ 可　決
工事請負変更契約について［港湾管理事務所新築工事］ ○ ○ ○ × ○ 可　決
工事請負変更契約について［後志共同消防指令センター整備工事］ ○ ○ ○ × ○ 可　決
令和７年度一般会計補正予算（追加提案） ○ ○ ○ × ○ 可　決

議員提出 非核港湾条例案 × × × ○ ○ 否　決

区　分 件　　　　　　　　名
各会派の態度

採決結果
自民 公明 みらい 共産 立・市

陳　　情 ※あはき・柔整広告ガイドラインの適正かつ積極的な運用を求める陳情方について △ △ △ △ △ 継続審査

意 見 書

適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止等を求める意見書（案） × × × ○ ○ 否決
米の安定供給や食料支援の緊急対策を求める意見書（案） × × × ○ ○ 否決
戦後80周年にあたり歴史の教訓に向き合い、平和な世界に向けた立場を表明する談話を発することを求める意見書（案） × ○ × ○ ○ 可決
米価の抑制及び米の安定供給を求める意見書（案） ○ ○ ○ × ○ 可決
ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ 可決
地方財政の充実・強化に関する意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ 可決
事前復興まちづくり計画の策定支援を求める意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ 可決
地方消費者行政に対する恒久的な財源確保等を求める意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ 可決
米国の関税措置に対応した中小企業等支援策の拡充を求める意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第２回定例会　議案等の議決結果について

区　分 件　　　　　　　　名

市長提出

令和７年度病院事業会計補正予算
報酬、費用弁償及び実費弁償条例の一部を改正する条例案
市税条例の一部を改正する条例案
旅館業法施行条例の一部を改正する条例案
動産の取得について［教育用端末］
動産の取得について［ロータリ除雪車（1.5ｍ／900ｔ級）］
動産の取得について［ロータリ除雪車（2.2ｍ／2,300ｔ級）］
動産の取得について［救助工作車Ⅱ型］
損害賠償額の決定及び和解について
損害賠償額の決定について［照明の倒壊による建物の外壁損傷に係る損害賠償］
損害賠償額の決定について［救助工作車による防護柵及び標識の損傷事故に係る損害賠償］
市道路線の認定について［新幹線駅前通線］
職員懲戒審査委員会委員の選任について
固定資産評価員の選任について
専決処分報告［市税条例の一部を改正する条例］

小樽市議会公式ＳＮＳを開設しました
　小樽市議会では、FacebookとInstagramの公式アカウントを開設し、運用を開始
しました。
　市議会の活動に関する情報を広く発信することにより、議会広報の充実や開かれた
議会の推進を図り、市民の皆さんに市議会に関心を持っていただけるようにします。
　右のＱＲコードからアクセスできますので、ぜひご覧ください。 Facebook Instagram

※…７ページの用語解説をご覧ください。


